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翻刻
　
楠妣庵観音寺蔵『楠公一代絵巻』上巻
和田琢磨
O
n the Introduction and Study of “N
ankou Ichidai E
m
aki”
Takum
a W
ada
A
bstract
T
he purpose of this paper is to introduce “N
ankou Ichidai E
m
aki” ; gathering of m
any episode of K
usunoki 
M
asashige. I think this scroll is very im
portant to study of the w
ay of read “Taiheiki”.
A
bout this scroll, w
e haven’t know
n the details, w
e have know
n that this w
ork w
as m
ade in the m
iddle of the 
E
do period. So far, w
e have been trusting that the pictures of this scroll w
as m
ade by Tosa M
itsunari, but, I think 
it’s doubtful.
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一
　
はじめに
江戸時代のベストセラー『太平記』は絵画を伴う形でも楽しまれていた。寛文年間・元禄十年・同十一年にはそ
れぞれ別種の絵入り版本が出版されたほか、熊本大学附属図書館永青文庫には八十三冊もの豪華な奈良絵本が所蔵されている。そ ほか、屏風や絵巻といった形態でも『太平記』の世界は人々の間に広まっていた。明星大学にも『北野通夜物語絵巻』二巻が所蔵され、二〇一一年に斎宮歴史博物館で開催された特別展「後醍醐
―
最後の斎王
とその父」には吉野と千剣破の戦いを描いた新出の屏風が展示されていたが
（同図録
21番に掲載）
、おそらく、今後
もさまざまな資料が発見されることだろう
（最近、筆者は新たな『太平記』絵巻の断簡を入手した。これについての考
察も近々行いたい）
。
本論で扱うのは 『太平記』 絵巻である。この中でもっとも有名なものは埼玉県立歴史と民俗の博物館やニューヨー
クパブリックライブラリーのスペンサーコレクションほかに分蔵されているものである。こ ほかにも数種類の絵巻が知られており、長坂成行氏『伝存太平記写本総覧』
（和泉書院、二〇〇八年）
によると、特定の場面のみを取り
上げ絵巻化したものなども含めると八種類あ そうだ。
今回、筆者が紹介するのは大阪府富田林市にある
楠なんぴあん
妣庵
観音寺所蔵の『楠公一代絵巻』である。本絵巻には外
題・内題ともにないので、楠妣庵観音寺 案内パンフレット掲載 名称に従うこ にするが 楠正成の一代記を絵
394
巻にした作品であるので、この名称でも大きな問題はないように思われる。この作品の絵の部分には金箔がふんだんに用いられ、詞書きの下絵には銀泥が用いられている。上下二巻合わせると九メートル弱にも及ぶ立派な絹本で、下巻の奥書 は次のように記されている。
正成郷
（ママ）
春秋四十二歳にして戦死を遂けたまふ主上このよし
聞しめし深く悼ませ給ふのあまり正三位左近衛中将を贈らせらるゝそせめての御志なれや　　
奉供
　　
西山公台覧
　　 　　　　　
  畫所預従五位下左近将監藤原光成謹寫
　
印
　
印
　　　　　
元禄八
乙
　
　
亥歳
 秋九月
この奥書には、 「西山公」すなわち徳川光圀が見たこと、土佐光成が元禄八年
（一六九五）
に写したことが記されて
いるのである。もちろん、光成が従五位下に叙されたのは元禄九年五月十三日であ から
（ 『増訂古畫備考』 ）
、奥書
の内容を全面的に信じるわけにはいかない。したがって、成立年代についても慎重 考えなくてはなら と考える。だが、絵巻 内容・大型の巻子に極彩色の絵が描かれた豪華な形態・光圀と 関係を伝 る文言など、それぞれに非常に興味深く、貴重な作品であることに変わりはない。
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ところで、この絵巻はすでに楠妣庵観音寺編『大楠公一代絵巻』という冊子にその全体像がカラーで紹介され翻
刻もされている
（ただし、冊子の性格上、翻刻は厳密とはいえない）
。また、 『千早赤阪村誌
　
資料編』にも「太平記
絵詞
　
楠木合戦之部」として小さいながらもカラー図版が織り込まれている。このように、まったく知られていな
かったわけではない。だが、長坂氏著書でも触れられていないように、これまで研究者の注目を集めることはほとんどなかった。最近、今井正之助氏は『 『太平記秘伝理尽鈔』研究』
（汲古書院、二〇一二年）
の六七一頁の注（３）で、
「冒頭・末尾に『理尽鈔』の影響色濃い」 「 『理尽鈔』享受史上、注目すべき資料であり、精査を要する」と述べているが、首肯すべき見解 あると考える。今井 は 千早赤阪村誌
　
資料編』の写真を参照して右の指摘を行って
いるが、筆者は昨年
（二〇一一年）
秋に原本を調査させていただいた。そこで、この絵巻の位置付けを行うためにも、
本文の翻刻を行いたい。なお、紙幅の都合上、今号で 上巻のみとする。
二
　
書誌と翻刻
【上巻書誌】数量・形態：一巻一軸
（全二巻の内一巻）
。改装本。
寸法：縦三五・六センチ
（上下〇・九センチずつの金紙の枠取りを含む）
、横四二五・八センチ。
表紙
　
二九・
四センチ
（つなぎのための金紙三
・
八センチ含む）
。第一紙
（絵）
三六・
三センチ。第二紙
（詞）
592
一四・
四センチ。第三紙
（絵）
二八・七センチ。第四紙
（詞）
一三・〇センチ。第五紙
（絵）
三四・九セン
チ。第六紙
（詞）
一二
・
二センチ。第七紙
（絵）
二九
・
六センチ。第八紙
（詞）
一二
・
九センチ。第九紙
（絵）
二八・
八センチ。第十紙
（詞）
一一・
六センチ。第十一紙
（絵）
三〇・
六センチ。第十二紙
（詞）
一二・
六
センチ。第十三紙
（絵）
六四・
六センチ。第十四紙
（詞）
一三・
五センチ。第十五紙
（絵）
三三・
九センチ。
第十六紙
（詞）
一一・三センチ。第十七紙
（金紙）
七・五センチ。
外題
：
なし
（銀紙題簽のみ添付）
。内題
：
なし。表紙：金茶色に菊花散らし模様の絹表紙。見返し
：
金箔散らし。料
紙
：
絹。詞書き部分には銀泥で薄と霞の下絵。灰色紙で裏打ち。用字
：
漢字平仮名交じり。書き入れ等なし。落
款：①朱色陰刻印「光成之印」 、 ②朱色陽刻印「土佐氏」
（ともに縦一
・
八センチ×横一
・
七センチ。第十三紙左下）
。画家 ・
詞書筆者
：
絵・
伝土佐光成。詞書・未詳
（上下巻一筆）
。箱書き
：
なし。現存状態
：
破れ・折れ等の破損少し有り。
詞書き部分の下絵の銀が酸化・
黒色化している部分あり。補修
：
あり
（錯簡は補修時に生じたか）
。軸
：
菊水の模様
が彫られた真鍮。伝来：植野苔水氏旧蔵
（住職のお話による。戦後に植野氏より寄贈されたそうである）
。
【翻刻】一
、
 本翻刻は、楠妣庵観音寺蔵『楠公一代絵巻』上巻を忠実に翻刻したものである。したがって、一行の文字数も原本どおりである。ただし、次の文字は通行字体に改めた。 「實」 「處」 「聲」 「禮」 「盡」 「轉」 「佛」 「萬」 「續」 。
一
、
 原本が間違っていると判ぜられる部分もそのまま翻刻し、右傍に
（ママ）
と記した。また、判読不明箇所は□
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で示した。
一
、
 錯簡は訂正し、 第五紙
（絵）
第六紙
（詞）
のあとに第十五紙
（絵）
と第十六紙
（詞）
を配した。
一
、
 翻刻部分の各一行目の上に記したアラビア数字は紙数を示す。例：
2＝第二
紙
（詞）
。
︽第一紙
　
絵︾
2
楠正成郷
（ママ）
は左近太
（ママ）
夫将監正玄の長男におはしまして幼名をは
多聞丸とは申せしなり河内国の住人八尾別当顕幸と云ふ者正玄と地を争ふこと多年なりしか嘉元三年の夏多聞丸父に従ふて初陣し一日夜の明たるを待ちて不意に敵陣へ押よせ鬨をつくつ 無二無三に切入り火水に成て攻立けれは八尾方は思ひよらさることなれは防き戦ふ者もなく狼狽騒いて敗走し八尾勢討るゝもの数不知多聞丸は敵の勇士鬼田六郎左衛門久式と戦ふて難なく其首を打取り玉ひぬ時に御年十二歳なりき
︽第三紙
　
絵︾
4
去る程に元弘元年八月廿四日後醍醐天皇笠置山へ遷幸あ て
第一紙　絵第三紙　絵
790
霊夢の告により万里小路中納言藤房郷
（ママ）
を楠の館へ下され東夷
征伐のことひたすら正成をたのみ思召るゝよしを仰せられしにより正成郷（ママ）
とりあえすひそかに笠置の皇居へ参候せられ勅答しけるは東夷
いかに大勢ならんも謀り事を以て戦はゝやかて御
震（ママ）
襟をあんせまいらせんはほと
あらしと言上し河内国に帰 直に一族所従 郎等を馳
（ママ）
り催ふして赤坂
千早の城槨を取りたて る
︽第五紙
　
絵︾
6
正成郷
（ママ）
千早赤坂を根城として皇軍与力の義兵を挙られしよしを
六波羅へ聞へしかは九月廿日鎌倉勢さなから潮の満つるか如く赤坂に駈向ふ
（ママ）
五百余騎の小勢を以て再三智謀をめくらされ散さん
に大敵を悩ましたまひ或時 二重塀を設け 鎌倉勢の城塀 手を懸けて城内目掛けて乗り入らんとする 大木大石を打投け投け懸け四方の釣縄を一度に切て落せは寄手の軍兵一千余人一時に壓死され残る者共恐れおのゝきちり
く
になりて敗走してけり
︽第十五紙
　
絵︾
16
笠置の守備利あらすし 若し落城に逮ひなは援 なし故
第五紙　絵第十五紙　絵
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に十月下旬雨烈しき夜に正成郷
（ママ）
伴て自害せし体にもてなし
金剛山に退かんと赤坂の城 火をかけけれは敵勢得たりかしこしと一度 攻入る其ひまに諸勢は物の具を脱き の士卒に装ひて別れ
く
に敵陣の前を落ちゆき正成郷
（ママ）
も敵の厩前
にてとかめら しを難なくいひ免ぬかれて金剛山へそ落ちゆきたまふ
︽第七紙
　
絵︾
8
赤坂落城し正成自害せし由六波羅へ注進ありしかは実と思ひ湯浅孫六を地頭に居置き今は河内国に於ては事あらし 心安く思ひける処に元弘二年四月三日正成郷
（ママ）
五百騎を
率し折節敵の所領より兵糧を夜中に入れんとするを路次にて是を奪ひ取其俵に物の具 入れ兵 三百人兵糧 運ふ夫に出立 城中に入りすまし時 声 上たりける城の外には楠同音に時を作り揉に揉んて攻入れは かなわす遂に降参してけり
︽第九紙
　
絵︾
10
宇都宮治部太
（ママ）
夫公綱七月十九日午刻に都を立ちて天王寺の楠か軍
へと向ひける正成郷
（ママ）
これを聞て大敵を見ては恐れす小敵を見てはあな
第七紙　絵第九紙　絵
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とらすと云ふことありけれは計を千里の外に旋らすにしかすとなし廿日の早旦に河内国へ引かへす公綱天王寺に押よせて攻立しも敵なけれは出合はすかくて四五日過る程に大和河内紀伊の山々峯々に夜な
く
遠笧
（ママ）
を焼きけ
るを見て公綱此小敵にて大敵に囲まれな かなふましきそいさや京師へ引返さんと 廿七 の夜半 公綱京へのほりける
︽第十一紙
　
絵︾
12
正成郷
（ママ）
外に威猛を逞くすといへとも民屋に煩をなさす内に慈愛を
厚くし士卒に礼を尽 れしよりその勢日々 馳加は 今は摂河泉の間に楯つくものはなかりけり八月四 天王寺 参詣鞍馬一疋綾威の鎧一領白覆輪の太刀を捧けて大般若経を転読せしめ太子の未来記を拝見して天下をうらなひたまひ明年の春は主上かならす隠岐より還幸あるへしとて諸軍を集めて教訓を施し千早赤坂の両城の経営をそ急きける
︽第十三紙
　
絵︾
14
元弘三年正月晦日千早の城へ大仏左馬助高直廿万騎にて向ひ二月三日の寄手散々に打負たりしかとも其勢次第に馳加 り阿曽弾正少弼
第十一紙　絵第十三紙　絵
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治時出羽入道道蘊の勢合せて八十万騎にて入替へいれかへ攻たりしに正成郷
（ママ）
防戦の術機に応し地利人和共に相応せしほとに寄手の討死日々五
六千人に及ひぬ三月四日関東より下知せられたる諸大将評定して堀に渡すへき橋を作り城の切岸の上に打懸け一時に群かりせめかけ来るを城中よりは抛続松を投かけあるは長柄𣏐にて熱湯を浴せかけて防きけれは橋は焼け落て凶徒五 たゝ一時に滅ひたるは八大地獄の有様を眼前に顕はして□しかりき［付記］本稿は、学術研究助成基金助成金（若手（Ｂ） ）の研究成果の一部である（課題番号二三七二〇一一五） 。なお、楠妣庵観音寺の住職加藤宗和氏および同寺 関係者 方々には大変お世話になりました。記して御礼申し上げます。
